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収入は１1兆3,093億円
◆賃金の増加等により、保険料収入が増加。
➢前年度比1,813億円の増加（＋1.6％）

支出は１０兆8,774億円
◆「医療費（加入者1人当たり医療給付費）」の増加により、保険給付費が
増加した一方、拠出金等は一時的な要因により減少したため。
➢前年度比４８６億円の増加（＋０.４％）

収支差は４,３１９億円
➢前年度比１,３２８億円の増加

準備金残高は4兆７,４１４億円
➢保険給付費等に要する費用の5.６ヵ月分に相当
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２０２２年度決算（見込み）のポイント

2



協会けんぽ（医療分）の２０２２年度決算見込み
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決算の推移（２００８年度～）

4

1

2

3

4



主要計数の推移（２００８年度～）
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〖ポイント〗
● 被保険者数の伸びは、２０１７年度（９月）をピークに鈍化傾向が続いているが、２０２２年度は国

や自治体等に勤務する短時間労働者等が協会けんぽから共済組合へ移行したことによる被保
険者数の減少により、被保険者数の伸びはわずか＋０．１％にとどまった。
（参考資料Ｐ．３参照）

● 保険料収入の基礎となる賃金（標準報酬月額）は、２０２０年度、新型コロナの影響による経済
状況の悪化等によって、２０１９年度と同水準（▲０．０％）となったが、２０２１年度は再びプラス
に転じ、２０２２年度は対前年度比＋２．０％の伸びとなった。（参考資料Ｐ．４参照）

● ２０２２年度の１人当たりの医療給付費は、協会発足以来最も高い伸びとなった２０２１年度の
＋８.６％から引き続き高く推移しており、例年１％台後半から３％程度の伸び率であるところ、
前年比の伸び率は＋４．４％となった。（参考資料Ｐ．５参照）



拠出金等の推移（２００８年度～）
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〖ポイント〗
● ２０２２年度は、前年度から１,２６１億円減少した。これは、後期高齢者支援金について、新型

コロナウイルス感染症拡大の影響に伴う２０２０年度の高齢者の医療費の一時的な減少によ
り、２年後（＝２０２２年度）の拠出金精算時の返還額（戻り分１,９０２億円）の影響を受けた一
時的なものである。

● 今後、特に２０２３年度以降は、団塊の世代が後期高齢者となり始めることにより、後期高齢
者支援金が年々大幅に増加していくと考えられる。（参考資料Ｐ．７参照）



収支差

計 全国平均分 地域差分

全 国 計 431,942 431,942 - 

岐 阜 7,385 7,942 ▲558

２０２２年度支部別収支（暫定）
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２０２４（令和６）年度の岐阜支部健康保険料率を
０．０３％引き上げる金額

（２０２２年度実績に基づく参考値）

（百万円）

支　　　出 収支差

   医療給付費（国庫補助を除く）（調整後）

 医療給付費（国庫補助を除く） 年齢調整額 所得調整額 計
（A）-（B） 医療給付費 災害特例分(B) 加算額 減算額

（A） 令和２年度の

協会手当分

（B1）

波及増分
（B2）

全 国 計 5,464,385 5,464,385 5,466,858 558 1,915 - - 520,795 3,379,490 148,051 77,123 38,198 - - 6,794 ▲6,794 9,628,043

岐 阜 98,486 100,136 100,136 19 ▲1,669 9,576 62,140 2,722 1,418 702 ▲678 ▲50 126 ▲176 174,316

現金給付費等
（国庫補助等を除く）

前期高齢者

納付金等
（国庫補助を除く）

業務経費
（国庫補助を除く）

一般管理費
（国庫負担を除く）

その他支出
令和２年度の
収支差の精算 令和２年度のインセンティブ

（百万円）

（百万円）

収　　　入 支　　　出

 保険料収入  その他収入 計

一般分
債権回収

以外
債権回収

全 国 計 10,042,109 10,040,733 17,876 5,707 12,168 10,059,985

岐 阜 181,361 181,336 339 105 234 181,700


